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第 16 回 アンコールワット国際ハーフマラソン 2011
　12 月４日 ( 日 )、過去最多の 58
の国と地域から、5,230 名のランナー
が、それぞれハーフマラソン、10㎞、
３㎞の種目に参加しました。  　
　洪水による悪路のため、車椅子
ハーフマラソンは中止となりました
が、義手義足の障がい者ランナー、
なかでも女子の参加が増えました。
　HG スタディツアーで参加されて
いた小野塚稔さんが、見事ハーフマ
ラソン男子の３位で表彰台に立たれ
ました。おめでとうございます！
　長年続けて AWHM を走られている森脇健児さん
は、今年もご参加。また、ウォーキングと AWHM
に初参加の庄野真代さん。

AWHM2012 は、12 月 2 日（日）開催 ／ ツアーは 7 月より募集！

＊庄野真代さんは、国境なき楽団として、
12 月 5 日にチェイ小学校で、音楽教室を
開かれました。

　AWHM に参加されたマレーシアのラ
ンナーから、AWHM での HG の活動に
対する表敬と激励のメールが、事務局
に届きました。ランナーの方から直接
いただく声は、とても励みになります。
2011 年の締めくくりとして、とても嬉
しいプレゼントとなりました。

　マラソン当日と前夜祭（３日）では、
鼓粋若衆板橋轟太鼓の方々が演技を披露
され、会場は盛り上がりました。また、
会場内には、カンボジアで活動している
各 NGO による「東日本大震災」支援活
動のパネル展も開催されました。



　来年６月に終了を迎える本事業
は、当会スタッフや専門家によって
訓練された中央行政官（NT）を中
心に体育授業の普及を行っていま
す。その手法は、全国 24 州を 5 分
割した各地域に 1 州の拠点州を設
置し、半年毎に 1 地域を巡回する
中で 2 校の小学校と 1 校の教員養
成校を設置するというものです。現
在は、最終地域の拠点州であるスバ
イリエン州（カンボジア南東部・ヴェ
トナム国境地域）に歩を進め、最終
仕上げの公開授業を終えたところで
す。この最終地域では、事業の管理、
巡回計画の策定、学校の選定、実際
の指導などのほぼ全ての業務を NT
が手掛け、教員養成校に至っては、
これまでに類を見ない完成度に仕上
がるなど、継続性や経験の積み上げ
の重要性を強く実感しました。
　来年１月から６月までの次四半期

　『カンボジア体育の成長』
　　　　　　　　　JICA プロジェクトマネージャー　山口　拓

体育科教育振興支援事業 [RECTI-PE]
JICA 草の根パートナー型支援事業 (JPP)

には、最終巡回モニタリングを実施
し、カンボジア初の体育研究指定校
を設置する予定をしています。やっ
とここまでたどり着きました。これ
も一重にスタッフはもとより、支援

者の皆様や会員の皆様からの、物質
的、金銭的、精神的な支援の賜物で
あると確信しています。今後とも引
き続き、ご支援、ご協力の程、宜し
くお願いします。

　今回、私はハート・オブ・ゴー
ルドのスタッフとしてツアーに
同行していた友人に誘われて初
めてカンボジアの地へ足を踏み

入れた。教育分野に興味を持ってい
る私にとって、このツアーに参加す
るにあたって魅力に感じていたの
は、アンコールウォークの時間や
チェイ小学校、ニューチャイルドケ
アセンターへの訪問で子供たちとの
交流があることであった。参加して
みて感じたことは、一生懸命覚えた
日本語で子供たちが話し掛けてきて
くれることへの感謝だった。また、
個人的に一番印象に残ったのはハー
フマラソン終了後にケアセンターで
出会った子供たちと再会できたこと
であった。わずかな滞在時間であっ
たにも関わらず私を覚えていてくれ
てことをとてもうれしく感じた。今
回のツアーではハート・オブ・ゴー

	 　ツアーに参加して
			   　　　　　　京都大学　永井　博昭

ルドのスタッフの方々、ツアーに
参加されていた方々も含めてたく
さんの良い出会いをさせて頂くこ
とができた。一度の出会いが二度
三度とつながることが本当の意味
での交流や支援なのかもしれない
と今回のツアーで感じたので是非
また参加してみたいと思う。



　

　岡山県の「国際貢献ローカル・
トゥ・ローカル技術移転事業」の研
修員（日本語指導）として７月から
11 月末まで５ヵ月間、主に岡山外
語学院で研修を受けられました。
　彼女は「HG むつみ日本語教室」
の補助教員として初級クラスの授
業を担当しています。将来、檜尾先
生の後任教師としての勉強のため、
当事業の研修員として招聘されま
した。
　滞在中、指導者教育のみならず研
修員視察で日本の農業、環境、文化
遺産また小学校、大学での講演、Ｈ
Ｇのイベントボランティアなど多

くの活動を通し幅広く日本を体験し帰国
されました。

お礼のことば
　カンボジアに帰って、研修したことを
実践していきます。将来自国民が自立で
きるように、色々相談に乗り、皆をしっ
かり支えていける人になりたいです。こ
れからも、日本とカンボジアの架け橋に
なるため頑張っていこうと思っています。
私を支えてくださった皆様、５ヵ月間大
変お世話になりありがとうございました。
深く感謝いたします

研修受入機関
　岡山県県民生活部国際課

研修員　ゲェ・チョンパーさんの研修、終了

国際交流センターで講演
民族衣装で

　岡山国際交流協会、
　岡山外語学院
　岡山学芸館高等学校
　岡山大学教育学部
　岡山市立三門小学校　

2011 年９月の移動
　スタッフ　エング・サレッ

（マネージャー常駐）さん退
職。永年子ども達の母親代
わりとして身の回りの世話
をされておられましたが、　
年もいかれ勤務が難しくな
り家族のもとに帰られまし
た。長い間ありがとうござ
いました。

支援の里子　
　レケナとソコンティア独立
　ロン・レケナ（17 歳）　伯母の家
で働くことになりました。
　ヴァン・ソコンティア（19 歳）
センターで子ども達の食事を担当
　新しく６人入所する。
　ロン家（４人）とマイ家（２人）は、
両家とも両親が非常に貧しく子ども
を育てる見込みが無いため引き取り
ました。
　里子は総勢 15 名。

新しい友達を迎えて

HG むつみ日本語教室

　2011 年 9 月より新学期に入り
46 名（ばら組）が新しく仲間入りし、
総勢 70 名になりました。ふじ組の
兄姉たちが身振り手振りで頑張っ
ています。
　岡山学芸館高校に留学している
５期生テン・ワンニダーは、部活
として筝曲部と茶道部に入り日本
文化に触れています。日本語能力
試験Ｎ３に合格し秋に行われた「外
国人による日本語弁論大会」で「カ
ンボジアと日本の違い」と題して
医療について語り、審査員特別賞
を獲得いたしました。

日本語教室
日本語学習を始めた「ばら組」の生徒　指で学習 留学生　文化祭で部活発表

ニューチャイルドケアーセンター

ハートペアレント（里親）事業



3.11 プロジェクト
寒いアイスランドから

温かい手編みのプレゼント
 
　アイスランド・ガルダバエ市の
子どもや保護者の人々が、3 月か
らコツコツと半年かけて編んだ
セーター、マフラー、手袋、靴下
など 500 点が本部に届きました。
　津波の被害を受けた、野蒜小学
校、蛇田小学校、ジャパンハート
子ども・内科クリニック、ジャパ
ンハートこども・内科クリニック、
原発被災者の方々に、クリスマス
カードを添えて、送りました。皆
さん、心のこもったプレゼントに
感動してくださいました。

HG 福島クラブ
　福島クラブは、飯館村、
南相馬市、波江町からの
被災者の方々へ、支援物
資（学用品、タオル、鉛
筆、Ｔシャツ、バスタオル、
食器、団扇、マスク、水）
を継続して届けています。
特に 9 月にはいわき市立
第 6 小学校からの強い要請で、４
月に続いて㈱ステラ様の協力で大量
の「富士山パナジウム天然水」を支
援できました。原発という先の見え
ない中で、皆様方の支援は、被災者

現地でのボランティア活動

　４月初めから、会員による自主
的な現地へのボランティア活動も、
８次隊（7 月 5 日～ 7 日）9 次隊（７
月 16 日 ～ 18 日 ） 10 次 隊（9 月
18 日～ 19 日）を送りました。全
てに参加くださった下村さんの報
告書は、ホームページに掲載して
います。
　寒い時期から夏になり、秋には、
避難所も仮設住宅にと変化をもた
らしましたが、現地では復興はまだ
ほど遠いように感じられます。支援
の形は変わっても被災者の方々に
寄り添って長い道のりを進めたい
ものです。３月には現地を訪問する
ツアーを企画（チラシ同封）します。
皆様のご参加をお待ちしています。

学校支援
　津波にすべてを持って行かれた
東松島市立野蒜小学校へ、テレビ、
DVD の支援に続いて、秋にはミシ
ンを送りました。５年・６年にな
ると家庭科でミシンの授業があり
ます。野蒜小学校からミシン７台
の支援要請を受けて、アイスラン
ドの Vinir Japans（日本の友人た
ち）支援金を中心にして、お送り
しました。
　学校からは、子どもたちのお礼
の絵や写真、手紙が届きました。

HG 石巻クラブ
　東日本大震災では勤務先で命拾い
しました。あっという間の 10 か月
でしたが、思い起こせば多くの出来
事や出会いがありました。
　震災後は学校で勤務しながら避難
者の方々やボランティアさんと交流
を深めてきました。
　たくさんの方々から励ましや、ご
支援をいただき、心が折れることな
くここまで過ごしてくることができ
ました。これからも、よろしくお願
いいたします。　　　　　　　　　   
　　　　　　（代表　木村　明子）

の方々の希望になっています。これ
からも継続して活動したいと思いま
すので、ご協力お願いします。　　
　　　　　　　（代表　本田　直）



サマーキャンプ
　あそぼう！学ぼう！サマーキャン
プ！（子どもたちにとびっきり楽し
い夏休みを！）と題して、下記のよ
うな楽しいキャンプが開催されまし
た。
いつ→８月 19 日（金）～ 21 日（日）
どこで→ Outdoor ParK 前森高原
だれが→蛇田小学校の子どもと保護
者 40 名程度
だれと→ハート・オブ・ゴールドス
タッフ、臨床心理士、学生ボランティ
ア ( 筑波大学体操部 ) のお兄さん＆
お姉さん
何を→ひたすら､ あそぶ！！！
　　

　今回のキャンプは、大震災、津波
に襲われ一瞬のうちに昨日までの生
活が消えてしまった子ども達に、思
いっきり楽しい時間を過ごしてもら
えたら、という目的で企画しました。
　震災後も、空き地には仮設住宅が
建ちならび、それまでの町で当たり

3.11 プロジェクト

報告会・パネル展示会

　予測をはるかに超えた巨大津波と
原発の被害を知っていただくため
に、以下の講演会を開催しました。
　11 月 12 日、岡山にて木村明子
先生（HG 石巻クラブ代表）による

「石巻の小学校教員が語る 3.11」と
題した被災現場から生のお話を伺い
ました。また、有森代表も講演会で
必ず東日本の震災について話しま
す。ともすれば忘れがちになる現地
のことを発信していきたいもので

前だったことが出来なくなっている
現状、きれいな空気、きれいな水、
広々とした高原で、自由に思う存分
遊びまわってもらいたいと前森高原
が選ばれました。天然の豊かな湧水、
緑深い広々とした高原、いろいろな
動物たちとの触れ合い、体験学習、
何よりも温かな高原のスタッフの皆
様の協力で充実した時間が過ごせま
した。
　そして、このキャンプの成功は、
つくば大学体操部のお兄さん、お姉
さんが 2 泊 3 日、各学年のリーダー
として子ども達と一緒に食べたり、
遊んだり、そして何よりも愛 ( いと )
おしんで下さったことです。毎食事
前の宙返りなどのパフォーマンス、
思いっきり一緒に遊んでくれるあこ
がれのお兄さん、お姉さんはこの
キャンプを「夏の日の思い出」とし
て、忘れられないものにしたようで
す。子どもたちの感想に「筑波大学
に行って、体操部に入りたい」と書

す。今年は、カンボジアのアンコー
ルワット国際ハーフマラソン（12
月４日）の現場でも 3.11 のパネル
展を開催して、福島クラブから 3
名が参加し、世界中の参加者の方々
に説明をしました。

いていた子が、何人もいました。
　参加された保護者の皆様も、大変
な毎日から少し距離を置いて、子ど
もたちの笑顔を見ながら、しばし、
ゆっくりとした時間を過ごしていた
だいたようです。キャンプの後で、
子どもたちの気持ち不安、心身の不
調）が和らいで、笑顔が多くなった
との感想が寄せられたことは、HG
としてもうれしい限りでした。
　HG として、今後も子ども達の「遊
ぶ権利」を守りつつ、計画していき
たいと思います。

　遊びをせんとや生れけむ　
　戯れせんとや生れけん 
　遊ぶ子供の声きけば 　　
　我が身さえこそ動（ゆる）がるれ
　　　　（『梁塵秘抄』より）



　10 月 8 日 ( 土 )、岡山県玉野市にある「おもちゃ王国」
にて、遊園地内を周回するコースで開催。３歳から 61
歳までのランナー、プロのインラインスケーターや消
防士のボランティアスタッフも加わり、総勢 200 名が
参加。秋晴れのなか、1km、3km のマラソンや、綱渡
りの体験、インラインスケートショーなど、楽しい１
日を過ごしました。支援金は、カンボジアの小学校体
育施設整備にいただきました。

【協力】日本警察消防スポーツ連盟、㈱栄光スポーツ、
　㈱おもちゃ王国、インラインスケート・デモチーム
　／ Girl2  ALIVE、Style Ships 

「チャリティ親子マラソン in おもちゃ王国」

第５回吹田中の島チャリティ・ラン

　9 月 18 日（日）、吹田中の島公園から神崎川右岸河
川敷をめぐる 2.5km コースで、３時間走とゲームリ
レーを開催。ゲストに深尾真美さん（元三田工業陸上
部）、和田（吉田）光代さん（元ダイハツ陸上部）を迎
え、ランナー、スタッフ総勢過去最多の 622 名が参加
しました。

【協賛】山崎製パン㈱、大幸薬品㈱、クレーマージャパン㈱、
ポイント・ライブ、関西工芸、加藤司法書士事務所、ウイ
ズコーポレーション、ニュウスポーツ、大阪クラッド㈱

【運営協力】吹田カメの子会、DonburaCoco

グローバルフェスタ JAPAN2011

　絆〜私たちはつながっている　世界は日本とともに。
日本は世界とともにを合言葉に、2011 年 10 月 1・2
日、日比谷公園で開かれました。雨がぱらつく天気に
も関わらず、かなりの人出で、イベント全体としては、
2 日間で約 11 万人。
　HG ブースへは、合計 25 名のボランティアスタッフ
が参加。特に、成城大学女子ラクロス部の皆様には、
高橋典江コーチ（HGCYA-JYA カンボジアラクロス PJ
リーダー）にくわえ、6 名の部員にご参加いただきま
した。

　大光電機㈱様より、中古ノートパソコンを寄贈
いただきました。カンボジアにて、HG アジア事
務所、教育省学校体育スポーツ局、NCCC、HG む
つみ日本語教室にて有効に使わせていただきます。
スタッフの仕事もはかどり、子ども達もコンピュー
タの勉強を始めることができます。みなが待ち望
んでいたので、大喜びです。

中古パソコン 20 台の贈呈

■青空カット　

　カモンＲ（美容室、岡山市）のスタッフは、３年前からカンボジアへのスタディ

ツアーで青空カットを行っています。3.11 プロジェクトでも現地に入り、避難

所でカットを行う等、継続した活動をしていただいています。

　12 月の第３日曜の定休日である 18 日には、HG 支援のチャリティーカットを

開催。同 21 日の同店での有森代表の講演会には 50 名を超える参加者が集いま

した。



活動報告（2011年後半）
7.6-12.1	岡山県技術移転事業（日本語教師研修）
7.15-22	専門家４名派遣 ( 体育科振興事業）
7.17.	 日本国際ドラゴンボート選手権
8.6.	 ピースラン広島
8.19-21	あそぼう・学ぼう・サマーキャンプ
9.3.	 HG 福島クラブ総会
9.16.	 トロワグロ来日記念チャリティガラディナー
9.18.	 第 5 回吹田中の島チャリティ・ラン
10.8.	 チャリティ親子マラソン in おもちゃ王国
10.21.	 岡山アワード受賞式
11.6.	 外国人による日本語弁論大会
11.12.	 講演会「石巻の教員が語る 3.11」
11.27.	 第 36 回河口湖日刊スポーツマラソン
12.1-6	 AWHM スタディーツアー
12.2.	 アンコールワットウオーキング
12.4.	 第 16 回アンコールワット国際ハーフマラソン
12.13-14.　特別講演会 ( バンクーバー）
12.19.	 講演会「希望と勇気を分かち合う」仙台ゾンタクラブ

活動予定（2012 年前半）多少の変更あり
				    　 　
2.5-2.11　専門家カンボジア派遣（体育科振興事業）
2.17	 バレンタイン・チャリティー ディナー
	 HG 西日本チャリティー耐寒登山
2.19-2.24　専門家カンボジア派遣（体育科振興事業）
3.4.	 第 32 回篠山 ABC マラソン
3.12-3.14　3.11 スタディーツアー
3.13.	 3.11 学校支援（野蒜小）
3.14.	 3.11 学校支援（蛇田小）
3.20.	 第 2 回淀川国際ハーフマラソン
3.21.	 留学生カンボジア帰国
3.26.	 新留学生来日
4.15.	 第 22 回かすみがうらマラソン
	 東日本会員交流会
6 月	 HG 理事会・総会・西日本会員交流会

　こんにちは！島根大学教
育学部の中田修平と申しま
す。2011 年 7 月よりアジ
ア事務所でインターンとし
て活動させていただいてい
ます。私にとって初めての

海外でもあるカンボジアでの活動は、見るもの全てが
新鮮で面白く、月日があっという間に過ぎていってし
まいます。カンボジアに来てすぐに、今まで「当たり前」
だと思っていたことが全く当たり前ではないことに気
づかされました。そして 5 ヶ月が経過した現在、来る
前よりもはるかに多くのことを考えるようになりまし
た。それは、自分のことであったり、社会についての
ことであったり様々です。いわゆる「先進国」である
日本にはあって「発展途上国」といわれるカンボジア
には無いものがたくさんあります。しかし、カンボジ
アにあって日本には無いもの ( 失ったもの ) も多く存
在するということを肌で感じます。
　アジア事務所で過ごした 5 ヶ月間、辛いこともあり

ました。しかし、それを遥かに上回る楽しさと学びが
ありました。何より痛感したのは、様々な人に助けら
れて生きているのだということです。両親、日本の友
達や大学の先生、そしてハート・オブ・ゴールドの皆様。
多くの人に支えられてここにいるのだということを実
感しています。そして、それはとても恵まれていて幸
せなのだということもわかりました。
　年が明けて 1 月からはシェムリアップに移動し、檜
尾先生のもとで HG むつみ日本語教室、NCCC、チェイ
小学校で活動させていただきます。プノンペンのアジ
ア事務所での活動とはまた違った経験ができることを
楽しみにしています。これからも「できることをでき
る限り」続けながら、「感謝」の気持ちを忘れずに精一
杯活動していきたいと思います。

◇◇ 第６回 HG チャリティ耐寒登山 ◇◇

　大阪で唯一樹氷・霧氷（雪があれば）が楽しめる金
剛山でお腹一杯マイナスイオンを満喫しませんか？
　皆様のご協力・ご支援があって今年で 6 回目を迎え
ることができます！　会員様、ご家族様、友人皆様の
ご参加をお待ちしております。

【日　　時】　2 月 12 日（日曜日）　小雨、降雪決行
【集合時間】　10 時　10 時 30 分出発予定
【参 加 費】　1,000 円　
　　　　　　（チャリティ募金とさせていただきます）

【集合場所】　金剛山登山口徒歩２分、さわやかトイレ
　　　　　　 前駐車場

【持 ち 物】　着替え・飲料水・おやつ・アイゼン（降雪時）
【交通機関】 
○南海電鉄利用の場合　南海高野線・難波～河内長野
　バス・金剛山ロープウェイ行き→金剛登山口下車
○近鉄電車利用
　南大阪線・近鉄阿部野橋～富田林
　バス・千早線→金剛登山口下車
※ 参加確認は致しません。
　現地集合、現地解散！！気軽にご参加ください。
　尚、当日の怪我等につきましては個人の責任に於い
　ての参加となります。
　参加を予定される方は日頃から歩いておいてください。

アジア事務所でインターンとして活動
島根大学教育学部   中田　修平



　

＊事務局からのお知らせ＊
○事務所が移転しました。

　新住所は、岡山市北区西辛川８９５−７
　レジデンス・アロー 101 号です。
　お近くに来られた時には、ぜひお立ち寄りください。

事務局では、ボランティアさんを募集しています。自分の

ペースでお手伝いいただける方、お力をお貸し下さい。

○有森代表「スポーツ観光マイスター」に任命されました。

○来年度の留学生の支援ペアレントを募集しています。毎

【会費】
逢沢　一郎　　赤坂　　浩
浅野　初子　　東　恵利子
東　　信夫　　阿部　文孝
阿部三千代　　荒井　恵子
有森　玄治　　有森　義典
安斎　忠作　　飯島　一人
五十嵐真起　　生嶋誠士郎
井口　惠子　　池上　敏江
池尻　敏広　　石川　純子
石田　冴子　　石堂　美宙
石原　裕子　　伊勢記世子
市川　捷治　　井上　和宣
井上　恭子　　井上　　博
猪股　照美　　猪股　　満
今田　　修　　今村　正克
井元　康夫　　岩　　　徹
岩月　　淳　　海老原一郎
小神野　功　　大澤　孝子
大谷　正行　　大西　健一
大橋　美勝　　大村　哲哉
大村由美子　　岡島　克樹
岡出　美則　　岡本　　暁
小坂田満雄　　尾崎　健治
小野田洋子　　小山　尚元
風見　敏文　　柏木　　斉
梶原　輝雄　　片平　俊夫
片山　絵里　　片山　珠鈴
片山　浩子　　加藤　浩道
金子　興人　　神尾　治夫
加百智津子　　川上　閲男
菅野　一治　　菅野　輝榮
菊田　政子　　木田　元雄
北田　喜義　　北田　淳子
木下　光正　　君原　健二
久木田道子　　国井　裕一
国崎　　肇　　栗林　徳治
黒須　一衛　　黒住　茂子
黒田とも子　　小井　美帆
小泉　俊之　　河野　敏行
小坂　信代　　小坂　道男
児島　靖男　　越村　智哉
小畑　雅人　　小浜すみ子
小林　利明　　小原　信幸
小柳　映二　　小山　宏彦
今野　金哉　　斉藤　恭子
斎藤　浩三　　斉藤　征義
佐川　宣勝　　佐川百合子
桜井　　潔　　佐々木則夫
指輪　朋子　　佐藤　政美
佐藤　金正　　佐藤　真治
佐藤　忠男　　佐藤　忠雅
佐藤　伸子　　佐藤　信幸
佐藤由美子　　佐野　吉彦
澤田　和義　　塩谷　武彦
紫垣　明紀　　島尾百合子
清水　幸恵　　下村　直資
白井　務子　　白旗　和也
新谷　　潔　　新福　典子
末光　　茂　　杉野　　文

杉野　美和　　杉本　京子
鈴木　　聡　　鈴木　隆志
須藤　良正　　砂原　　晋
関野　弘子　　妹尾やよい
高崎　順子　　高橋　度天
高橋　孝治　　高橋眞理子
高畑　照代　　高羽　博樹
高道　照子　　高道　　誠
瀧口　栄美　　瀧口　　誠
田口　利正　　田口　雅子
竹内　　裕　　竹内真智子
竹田　大八　　竹田　民子
武田　友美　　田代　邦子
田中　信寿　　田中三千夫
玉城　裕士　　田里伊佐雄
津賀　正晶　　津島　泰子
土屋　智美　　土屋　光弘
坪井　二郎　　東條　順子
飛澤　新治　　苫田　祐史
冨田　栄七　　冨田　尚裕
鳥越　八郎　　中川　雅之
中岸　　甫　　中島　一熈
中島　正博　　中田　修平
中塚　昭夫　　中野　哲郎
長浜　　勉　　中村由加子
中本　一男　　成田　怜子
西田　伸一　　西田富美子
西谷　哲子　　西村良太郎
西山　直樹　　二戸　セツ
根木谷信一　　根本有紀子
根本　洋治　　野崎　康充
野崎　康充　　野村二三明
橋本　　巌　　花田　悦孝
濱屋　聖子　　原　　康之
原田　雅寿　　治田知津子
坂東　亮二　　半枕久美子
東山　実雄　　兵頭　　哲
平井　泰子　　平岡　亮一
廣川　　平　　廣田　英子
藤木　茂彦　　藤木　達夫
藤倉　伸祥　　藤田　佑子
藤本　穣彦　　古田　利子
堀切　孝敏　　本田　　直
正田トシ子　　増田　泰之
松井　新一　　松尾　道彦
松田　三郎　　松村　惠永
松本格之祐　　丸山　充信
三浦　広之　　三浦由美子
三木　裕文　　三木　三憲
水谷　完治　　水本　雅史
三井　恵美　　緑川　悦夫
深山　　計　　宮本　雅英
ミューア　　　武藤　陽子
村木　弘文　　本山　光男
森　　　勝　　森　　祐子
森　　義郎　　八木　謙一
矢代　伸治　　安田　妙子
安光　　健　　柳瀬眞一郎
薮本　秀雄　　山内　真弓

【物資支援】
井口　惠子　　池尻　敏広
有森　玄治　　井上　恭子
高崎　順子　　戸田　澄子
田代　邦子　　㈱ステラ
㈱フレシャン
au ショップ東川原・岡山大福・浅口
新田顕一郎
淀川国際ハーフマラソンランナー
松村　政子　　坂崎眞由美
海神小学校 PTA
㈱おもちゃ王国
銀座ステファニー化粧品㈱
ソニー㈱
アニモミュージアム
HG 飯田クラブ
山口　　勉
生活支援機構
豊田自動織機
大阪を描こう会

（財）日本国際協力センター

【ハートペアレント】
NCCC　　　　  国内留学生

【ボランティア】
阿部三千代　　有森　広子
有森　淑子　　井口　惠子
梶谷　祥子　　川端　理香
高崎　順子　　タン・ダラ
菱川　素代　　森　　祐子
薮原　信子　　龍門　玲子
ラック・サナ　
第 5 回吹田中島チャリティ・
ラン運営スタッフ
3.11 被災地派遣ボランティア
3.11 サマーキャンプボランティア

　　ご支援ありがとうございます				    　（2011 年 4 月〜 2011 年 9 月）

【寄付】
Sem Phalla
赤坂　　浩　　朝倉　　毅
阿部三千代　　荒井　恵子
安藤　宙子　　飯島　羊子
イイダツヨシ　生田　量一
井口　惠子　　池尻　敏広
石井　愛子　　伊勢記世子
位田　尚隆　　一家　明成
井原　茂明　　今井　雄一
今田　　修　　井元　康夫
小神野　功　　大出　裕子
大内　一男　　大木　　進
大木　洋子　　太田　正和
大塚由美子　　大西　健一
大村　哲哉　　岡田　謙吾
岡本　　暁　　香川　優子
笠岡あけみ　　片山　浩子
神尾　治夫　　加百智津子
カワサキユウスケ　　菅野　輝榮
岸野加代子　　久保　歩美
久保　茂正　　栗林　徳治
小坂　信代　　小畑　雅人
小浜すみ子　　小原　信幸
斉藤　恭子　　阪上　敏明
佐川　宣勝　　佐川百合子
佐川　陽子　　指輪　朋子
佐藤まさこ　　佐藤　倫正
塩谷　武彦　　紫垣　明紀
下村　直資　　砂原　　晋
スミヤマタミオ　　関口　真史
高橋眞理子　　竹内真智子
竹原　康男　　田代　邦子
田里伊佐雄　　坪井　二郎
土井岡真理子　鳥越　八郎
苗田順一朗　　中島　美子
中塚　昭夫　　中村由加子

HG の活動にご賛同いただける方は、事務局までご連絡ください。

1）本部事務局スタッフ、ボランティア	 2）アジア事務所インターンスタッフ募集

（ご質問があれば事務局にお問い合わせください）

山口　紗世　　山口　　拓
山路スエ子　　山下　　学
山田　正子　　山本　元一
山本　為信　　山本　哲也
山本　侃子　　油谷　直幸
横溝　　悠　　横山　和枝
横山　宏史　　吉田　佳平
六車　照子　　若島　正敬
渡邉　悦夫　　渡辺　全一
渡部千津子　　渡辺　テル
渡邉　久子　　渡邉　万里
オーエム産業株式会社
株式会社大手饅頭伊部屋
株式会社丸五
コニシ株式会社
こまちハート・オブ・ゴールド
学校法人 就実学園
新晃自動車工業株式会社
センターフィールド株式会社
日立建機株式会社
㈱ JTB 中国四国  岡山支店

西勝　悦司　　西田富美子
西谷　哲子　　西村良太郎
野崎　富生　　濱屋　聖子
坂東　亮二　　藤井啓三郎
藤原　宣恵　　古田　利子
正田トシ子　　松尾　道彦
松村　惠永　　眞水　忠則
三木　裕文　　水谷　完治
森　　　勝　　森　　義郎
諸岡　了介　　八木　謙一
安光　　健　　山路スエ子
山田　正子　　横田　幸平
吉田　佳平　　米澤　郁子
鷲津　友一
野田ヒロ子チャリティコンサート
ＦＵＮＣＯＭＥ
HG チャリティ・ディナー実行委員会
HG チャリティ ･ バザー実行委員会
ＨＧ東日本会員交流会
Kind & Kegel Eichwalde e.V.
NTT コミュニケーションズ株式会社
SPOxT
TSUMORI RUN
アメニティ
有森裕子氏を囲む会
ＨＧ / 飯田クラブ
大谷リハビリテーション病院
岡山市立石井中学校四つ葉祭実行委員会
香登保育園保護者会
かすみがうらマラソン大会事務局
株式会社翌檜
㈱オーパス
㈱三無電気
㈱地域再生戦略研究所
株式会社日本フローラルアート
倉敷平成ライオンズクラブ
高野山真言宗 千光寺
高野山真言宗金剛院
コニシ株式会社
ジャスト・ギビング・ジャパン
城北ヒーローズ野球スポーツ少年団
新晃自動車工業株式会社
吹田中の島チャリティ・
　バイアスロン＆３時間走
生活支援機構
大光電機株式会社
沼津市立沼津高等学校
兵庫県立神戸甲北高校陸上
競技部有志
兵庫県立神戸甲北高等学校
船橋市立海神小学校教育の会
宝積寺
マックスバリュ一宮店黄色
いレシートキャンペーン
みかた残酷マラソン全国大会事務局
明治図書出版
淀川国際ハーフマラソン

五十嵐恵子　　有森　玄治
五十嵐真紀　　石井　邦子
井口　恵子　　石川　純子
池上　安久　　植田　芳光
石川ゆきこ　　大橋　桂子
伊藤　勤治　　岡野恵美子
井上　　博　　香川　優子
岩月　　淳　　黒住　茂子
片山　早苗　　指輪　朋子
川北　知子　　篠原　正泰
小井　美帆　　島尾百合子
小柳　映二　　白井　務子
坂崎眞由美　　角南　桂子
杉浦　友子　　谷池　教子
関野　弘子　　中塚　孝継
飛澤　新治　　原田　縫子
友光　隆子　　水本　雅史
西村良太郎　　森　美保子
延吉　祐子　　菱川　素代
姫井百合子　　廣田　昌子
三井　恵美　　三宅　義和
矢代　伸治　　柳瀬眞一郎
岡山せとうちライオンズクラブ

年留学生は良い評価を受けています。どうか、皆さんで支

えていただきますようお願いします。（月 3500 円で 1 年間）

○今後の活動

・ 3.11 スタディーツアー　野蒜小学校や蛇田小学校を訪
　問して活動する計画が進んでいます。会員の交流も
　かねてご参加ください。
・ 4 月にはかすみがうらマラソンが開催され、カンボジアか  

　ら義足選手などがやってきます。彼らの受け入れをお手

　伝いくださる方を募集しています。


